

















































































の一つで，免疫グロブリン（im mu no globu-
lin：Ig）とも呼ばれている。抗体はあらゆる
抗原に結合できるほどの多様性を備えてい
て，その数は数百万以上と予想されている。
ヒト遺伝子の数が２万数千ほどと判明してい
るが，抗体の多様性は遺伝子の数だけでは説
明できず長らく謎であった。それが遺伝子
DNAの組換えで起こることを証明したのが
本庶氏であり，PD-1の発見よりも，こちら
の方を評価する専門家も多い。ここでDNA
の組換えとは生化学的にはDNAの切断と修
復を意味し，その過程で一部DNAの欠失と
付加が起こる。
抗体は重鎖と軽鎖２本ずつの４量体構造を
基本とするタンパク質で，Y字型の構造をし
ている。Y字型の手の部分は「可変領域」と
呼ばれ，あらゆる抗原に結合できるだけの多
様性を有している。Y字型の足の部分は「定
常領域」と呼ばれ，結合した抗原の生体内で
の処理の仕方を決めている部分で，大きく５
つのクラス（IgM，IgD，IgG，IgE，IgA）に分
類される。活性化B細胞では，抗体の可変領
域はそのままで，定常領域がすげ替わり，
IgMから他のクラスへの変換が起こる。これ
が「クラススイッチ」と呼ばれる現象であ
る。そしてこの現象が，抗体遺伝子の中の定
常領域DNAの組換え（クラススイッチ組換
え）で起こることを証明したのが本庶氏であ
る。また，可変領域の多様性は抗体遺伝子の
中の可変領域DNAの組換え（V（D）J組換え）
で起こることを証明したのが利根川進氏であ
る。利根川氏はこの発見の功績で1987年のノ
ーベル生理学・医学賞を単独受賞された。そ
のときは惜しくも選に漏れた本庶氏であった
が，その後も研究を続行され，クラススイッ
チ組換えの全容解明への道筋をつけられた。
本庶氏が好んで色紙に書かれる言葉に「混
沌」と「有志竟成」がある。前者は物事の分
別の付かない状態，後者は志を曲げることな
く堅持していれば，必ず成し遂げられるとい
う意味である。この二つの言葉に本庶氏のポ
リシーが凝縮されている。細胞死関連分子と
して分離同定されたPD-1であるが，いった
ん細胞死とは関係のない機能未知なる分子と
された。それを捨てずに磨き上げ，ついにが
ん治療のカギを握る分子にまで価値を高め，
これを自身の本流である抗体研究に引き込
み，がん治療用抗体作成まで成し遂げたの
は，ひとえにこのポリシーゆえである。多様
性の源である混沌を愛
め
で，有志竟成を貫徹さ
れたことに感服せざるを得ない。
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